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視覚に障がいがある人を対象に、「市報にいがた」の点字版・ＣＤ版・デイジー版を発行しています。　申込先県視覚障害者福祉協会(☎025-381-8130)　問広報課(☎025-226-2089)

クルーズ船寄港
９/19火・21木 岸壁を一般開放

　クルーズ船「飛鳥Ⅱ」が新潟西港
に寄港します。岸壁の一部を一般
開放し、各日離岸時には万代太鼓
の演奏披露を行います。
●岸壁開放日時　
９月19日（火）８時～14時20分・
21日（木）10時半～17時半
※運行状況により変更・中止する
場合あり。詳しくは新潟市ホームぺージに掲載
●開放場所　新潟西港山の下ふ頭（北側岸壁）
■問 観光推進課（☎025-226-2614）

11/11土～19日
アルザフォーラムを開催

　男女共同参画社会の実現に向けて理解と関心を深めてもらうため、
「アルザフォーラム」を開催します。　※詳しくは新潟市ホームペー
ジや、アルザにいがた（中央区東万代町）、市役所本館、区役所、公
民館、図書館などに設置しているチラシに掲載
■問 アルザにいがた（☎025-246-7713）
主な催し
●会場　万代市民会館（中央区東万代町）　　●料金　無料
❶基調講演「男性学の視点から誰もが生きやすい社会を考える」
■日 11月12日（日）13時半～15時半
講師 田中俊之（大妻女子大学人間関係学部准教授）
※手話通訳、要約筆記あり
❷DVD上映会
日時・作品 11月17日（金）14時～16時…『種まく旅人』
▷11月18日（土）10時～12時10分…『老後の資金がありません！』
❸分科会「その生きづらさはどこからきてる？～見えないしばりを
考える」　　
■日 11月19日（日）13時半～15時半
講師 虎岩朋加（愛知東邦大学教育学部准教授）
▶■対 ❶❷小学生以上　■定 ❶❷各200人❸30人　※保育あり（生後
６カ月～就学前児各15人、要申し込み）　■申 ❶❷は９月22日（金）～
10月19日（木）に電話で市役所コールセンター（☎025-243-4894）、
❸は11月２日（木）までに新潟市ホームページから申し込み◀
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八区魅力発見㉒　～秋葉区編～中原八一
市長が行く

今回の見どころは？
――明治後期から大正にかけて日本一の
産油量を誇った「新津油田」にちなんだス
ポットです。まず、新津油田の原点といわ
れている、江戸時代初期に発見された
「煮

にえつぼ

坪」を訪れました。秋葉区観光ボラン
ティアガイドの小原芳子さんから「全盛期
には、油と水と天然ガスが混じり合った黒
い液体が激しく噴き上がり、その時の音が
物を煮ているかのようであったことから、
『煮坪』と呼ばれています」とお聞きしまし
た。当時の人はさぞ驚いたことでしょうね。
ほかにどこを訪れましたか？
――秋葉山の遊歩道を進んでいくと突然
現れたのが熊沢トンネルです。明治33年
に完成した同トンネルは人力で掘られたも
ので、山越えをして運んでいた原油や資
材の運搬距離が短くなり、人の往来も格
段に便利になったそうです。
最後に訪れた場所は？
――ガラス工房の「秋葉硝子」です。石油
と共に天然ガスが産出されていたことから
ガラス産業も盛んでした。「かつて、この
周辺にはガラス製造会社が16社もありま
した」と同代表の照井康一さん。工房で作
られた製品はとても美しく、思わず何点か
衝動買いしました。秋葉区には、他にも多
くの石油文化を感じることができるスポッ
トがあります。ぜひ出掛けてみてはいかが
でしょうか。

▲熊沢トンネル。当時は、通行料が必
要だった。現在のものは昭和50年に改
修されたもの。

▲煮坪。江戸時代は、多くの旅人が訪
れる名所だった。現在は自噴する力が
弱まっている。

▲秋葉硝子。現在、同地区で唯一のガ
ラス工房。左から照井さん、ガイドの
小原さん、中原市長。工房で作られた
製品を囲んで。

　近距離で地域の魅力を再発見する「マイクロツーリズム」。今回は秋葉区を訪
れました。
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文化・スポーツ・観光

19日…着岸８:40、離岸13:50
21日…着岸11:00、離岸17:00

子育て・教育

新型コロナウイルス感染症対策 No.48

令和５年春開始接種を集団接種で受けた65歳以上の人
　集団接種の日時・会場が記載された接種券が届きます。接種券の
封筒が届いたら、必ず内容を確認してください。接種を希望しない
場合や日時・会場を変更する場合は、インターネットまたは電話（専
用コールセンター）で変更・キャンセルの手続きをしてください。区
役所などの窓口では手続きできません。
上記以外の人
　接種を希望する場合は、接種券が届いてから、病院や診療所など
の医療機関に接種の予約をしてください。
　定員に空きのある集団接種会場でも接種できます。集団接種の予
約は、あさって19日８時半からインターネットまたは電話（専用コー
ルセンター）で受け付けます。
※未使用の接種券がある人には新しい接種券は発送されません

令和５年秋開始接種令和５年秋開始接種
接種券を順次発送中接種券を順次発送中
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■時 ８時半～18時（土・日曜、祝日も受け付け）
集団接種の予約・変更、　
ワクチン接種の問い合わせ　☎025-250-1234
接種券の再発行　　　　　　☎025-250-0080
※聴覚に障がいのある人は、FAX 025-256-8237　メール  info@vaccine.niigata.jp

新潟市コロナワクチン専用コールセンター

新型コロナ
ワクチン


